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論 文 内 容 の 要 旨
1.本論の目的は、世代間分配の公正と経済政策について論 じることである。






2.現 存する資源のうち、・どれだげを消費 し、どれだけを貯蓄するべきかとい う問題は、世代間の
利害の対立の問題 として捉えられる。 したがって、 どのような世代間分配が最適 ・公正か、 とい










いくつかの試みがなされ、 これ らの問題点を解決 したとしたが、それらの解決法は、子孫に対す


























































るとするものである。このような経済を想定 した とき、 レッセ ・フェール経済における動学的
資源配分め性質は、それが定常的でなければ、初期世代は、常に最も不遇な世代 となるものであ
ることが示 される。 このとき、先のケースと同様に、社会保障を導入することにより、世代間分
配が、 より公正 となることが明らかにされる。また、税率が1よ り小さい、最適社会保障税制が










ト最適性あるいはパレー ト効率性とい う概念を軸 として展開されてきている。もう一つは、資源配
分を、異なる経済主体間の分配の公左の面から評価 しようとするもので、分配の公正さを測る代表




本論文の中心をなすのは、最適貯蓄 と社会保障制度(特 に公的年金制度)に 関する諸理論を展望
した第 皿章、ロールズ流の公正貯蓄原理の問題性を解決するモデルを展開 した第皿章、遺産動機を





「第皿章 世代間分配理論 と世代間公正:展望」は、最適貯蓄 と社会保障制度としての公的年金
制度とに関する従来の諸理論を展望 し、大沼氏自身の理論展開の基本的視点を確定 しようとする章
である。最適貯蓄の理論 としては、功利主義的価値基準に基づ くラムゼー以降の伝統的最適貯蓄理
論、この理論系譜に世代間公正の視点を始めて明示的に導入 した ロールズの 「公正な貯蓄原理」、
およびロールズに触発されて生 じたその後の理論展開が、簡潔に紹介 ・検討されている。ロールズ
は、社会の最も恵まれない成員の厚生水準を最大にすべ しとするマキシ ミン基準を世代間分配に適
用 して 「公正な貯蓄原理」を提唱 し、またアローとダスグプタは、各世代の厚生水準が当該世代と























準が同一となる 「平等消費経路」の特性を明らかにし、全世代共通の厚生水準が最大 となる 「最大
平等消費経路」の存在を確認し、それが ロールズのマキシ ミン基準から見て最適な消費経路 と一致
することを明らかに した上で、初期の資本ス トックがある水準 より低い場創 こは、 ロールズ的最適
消費経路上で資本蓄積が生ずることを証明 し、「非成長性」の問題を解決 している。また氏は、こ
の最適消費経路が時間に関する一貫性の条件を満足するものであることも証明している。
「第]V章 社会保障 と世代間分配の公正一遺産のある経済において一」は、生産 ・分配 ・資本蓄
積が基本的には市場を介 して営まれている経済に公的年金制度が導入 された場合、 ロールズの意味
での世代聞公正が改善 され るか否かを問題にする。基本となるモデルはサ ミュエルソソ=ダイアモ
ンドの重複世代モデルであ り、各世代は若年期と老年期の2期 間生存 し、その厚生水準は、2期 そ
れぞれの消費と次世代に残す遺産 とに依存するものと想定 される。さらに技術進歩は存在 しないこ
と、この経済は小国開放経済であることが仮定される。その上で大沼氏は、若年期の所得に一定率


































の便益は主 として後続世代が享受するとい う特性を有する。この特性を世代間公正の面から分析 し、
特にその含意する世代間不公正を公的年金制度が是正 しうるか否かを分析 したのも、大沼氏の本論
文が初めてである。また、氏の技術進歩の取 り扱い方は独創的であ り、それだけを取っても非常に
興味深いものがあるが、さらに氏が、この技術進歩の複雑な含意を整理 しつつ、説得力のある分配
公正上の結論を引き出している点は、氏のす ぐれた分析力を示す ものである。
以上により本論文は、経済学博土論文 として合格と判定する。
経76
